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1． 緒 占

　前報で
1） SUS304 ステ ン レス 鋼に つ い て 冷間加工 後の 鋭敏化 熱処理 に よ る粒界腐食特性

に つ い て 検討 した。そ の 結果、冷間加工 時に加工 誘起マ ル テンサ イ ト変態を起 こす と粒界腐

食性が軽減 す る こ とがわか っ た。加工 誘起 変態量は Ni 含有量 に よ り変わ る の で 、本報で は

こ の 点を検討するた め SUS316 及 びSUS310S 鋼に つ いて 前報 と同様 の 実験研 究 を行 っ た。

2． 実験方法

　Table　l に示す化学 組成 を有す る SUS316 及び SUS310S 姻 （板厚 2mm ）で 引張試験 片

を作成 し、引張試 験 に よ り種 々 の 加工 度 の 伸 び （％）を与 えた。引張試 験 は 100℃ と 一78℃

との 温度 で 、ク ロ ス ヘ ッ ド速 度 11nm ／min で 行 っ た。加工 変態量 をフ ェ ライ トス コ
ープで

測定 した。その 後 650 ℃2 時間の 鋭敏化熱処理 を した。

　その 後、JISGO575 規定の 硫酸 ・硫酸銅粒界腐食試験を行い、試験片表面か らの 粒界腐食

深 さ を 断面の 光学顕微鏡観察で 測定 した 。

　なお 、Table 　1 に は前報 の SUS304 鋼の 化学組成 も示 して おい た。

3． 実験結果

　加丁 誘起マ ル テ ンサ イ ト変態量は ひ ずみ速度 ・温度の 他合金成分の影響 も受ける 。 合金成

分の 影響 に つ い て は T ．Aligle らが次 の 式を提案して い る 。

　　　　　Md30＝413 −462（C＋N ）
−9．2Si−81Mn − 13．7Cr−9．5Ni−18．5Mo

　 こ こで 、 Md30 は 30％ 加一匚で 50％ 変態する温度で ある 。 又 ． 1二式の元 素記号は 成分 （％）

で ある 。 Table　1の ス テ ン レ ス鋼の Md3 。 と これ らの 材料を引張破断 した場合 の 伸び と変態

量 を示 すと Table　2 の よ うにな り，よい対応関係 にある。

　Fig．1は 冷間加 工 す るた め に 引張 っ た応力と 加 工伸び との関係及 びマ ル テ ンサ イ ト変態量

で あ る。SUS316 鋼で は 100℃で の 引張 で は マ ルテ ンサイ ト変態 を起 こ さな い が 一78℃ で の

引張 で は マ ル テ ンサ イ ト変態を起 こ し、加工 の た め の 応力も高く なる 。

一
方、SUS310S 鋼

で は 一78℃で の 加 工 で もマ ルテ ンサ イ ト変態 を起 こ さな い 。

　 Fig．2は SUS316 鋼 に つ い て 加工 後 に硫酸 ・硫酸銅 粒界腐食試験 した結果 の 粒 界腐食深 さ

と加工 度との 関係を示す。100℃加 工 で は加 工度が増す ほ ど粒 界腐食が深 くまで 達 し、粒界

腐食 し易 くなる。一方、−78℃ 加 工 で は 加工 度が 増すほ ど粒界腐食が浅 くな り、粒 界腐食が

起 こ り難 くなる 。これ は加工 変態した マ ル テ ンサイ トラス に炭化物が析出する こ と によ る も

の で ある と考 え られ る。
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4， 結言

　オー
ステ ナイ ト系ステ ン レス 鋼の 加工 誘導起マル テ ンサ イ ト量は ひずみ速度 ・加工 温度の

他合金成 分の 影響 も受 け、SUS304 ・SUS316 ・SUS310S の 順に変態 し難くなる 。 加工 誘

起マ ル テ ンサイ ト量 が増す と粒 界腐食性が起こ り難 くなる 、マ ル テ ンサイ ト変態 を起こ さな

い冷間加工 で は、加工 度が増す ほ ど粒界腐食し易くな る。
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Table　l　Cheniical　c（）nlPositiQn 　of 　niaterials 　used （馬vt
°6）

SUS C SiMn P S Cr Ni Mo

304316310S0．050

．0340

．04

0．600

．650

．82

1．011

．181

．25

0．0280

．0270

．013

0．002 　・

0．0050

．001

18．2216

．8625

，01

8．1310

，5119

．1

2．04

Table　2　 Elongation　and 　Quantj［y 　of 　trasf〔m 】ation 　after 　tensile　frac亡ure 　at　l8℃ and 　Md3 〔・

SUSElongatbn　　（％）

G．L ＝1〔  m

Quantity　of

trasformation
　　　 （％）

Md30cc
）

304 66 45 49．2
316 53 167 一72．8
310S43 0 一147．2
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Fig．l　 Effect　of 　cokl 　work 　oll　tensi］e　s重ress　and

　 　 quantity　of 　traJlsfonnation
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